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@マーケティング・サイエンス@

-第16回

日時:平成 6 年11月 14 日(月) 19: 00-21 : 00 

出席者: 18人

場所:筑波大学大塚校舎

テーマと講師:スキャンパネルデータ解析コンペ中間報

&.h、。
仁J :z,; .... 

(1) rpos データのロジットモデルによる解析とその評

価JlI 口康之(東京工業大学)

購入期が選択確率に与える影響を除去するために月別

にプロモーション変数を組み込んだロジットモデルを示

した.また，実データによるシミュレーション結果を紹

介した.

(2) rフ。ロダクトマップを用いたバラエティ・シーキング

モデル」 寺崎竜雄(J TB) 

コレスボンデンス分析より消費者の対象製品について

のプロダクトマップを作成し，それを用いて消費者のバ

ラエティ・シーキング行動を説明するモデルを示した.

@数理計画法修

日時月28 日(士) 14:00-17:00 

出席者: 15名

場所:統計数理研究所 3 階セミナ一室

テーマと講師: (1) r安定な準 Newton 法のクラスについ

て」 八巻直一(システム計画研究所)

無制約最小化問題を解くための(直線探索法での)準

ニュートン法では， 目的関数の降下方向を得るためには，

ニュートン方程式の係数行列が正定値対称であることが

望ましい.本発表ではこうしたことを考慮、して， SSP 条

件が導入された.まず， SSP 条件を満足する行列の一般

形およびその分解形が導入きれ，それらの適用例として

セカント法における Broyden 公式族， SSVM 公式族，

Powell-Siegel の列ベクトルサイジングなどが紹介され

た.つづいて， Broyden 公式族を特別な場合として含む

ような新しいセカント公式族が導かれ，その局所的超 1

次収束性が示された.最後に SSP 変換について触れ，

Limited memory Newton-like 法や Gauss-Newton 法

への適用が紹介きれた.

386 (44) 

(凶2幻) r内点法の局所的超 1 次収束性について」

水野異治(統計数理研究所)

内点法の局所的収束性について得られている結果カが宮報

告された. 198印9年以前の研究では，問題が非退化の仮定

を満たす場合のみの超 1 次収束性が知られていた. 1ω99伺0 

年年-には' 点功列lが収束するという仮定のもとでい〈つカかミの

結果が発表きれ， 1凹99引1年夏に内点の存在性を仮定するだ

けで Iri-Ima訂i 法とフプ。レデデ、イク夕.コレクタ法の超 l 次収

束惜性性今が証明きれた. 1悶99位2年には'実行可能とは限らない

初期点を{使吏う内点法の研究が活発に行なわれ，そのよう

なアルコゴゴ、や、リズムのいくつカか通でで、は' 問題に内J点玄が存在しな

〈とも強相補解が存在すれば超 1 次収束することが明ら

かになつた.本発表の最後でで、は，発表者白身が開発した

アルゴリズムが紹介きれ，強相補条f件牛が成立しない場合

にも最適解が存在すれば超 1 次収束することカが宝示きれた.

@ファイナンスの OR.

.第 9 回

日時: 3 月 4 日(土) 14:00-17:00 

出席者: 20名

場所:東京工業大学百年記念館 2F 第 1 会議室

テーマと講師:

修士論文の発表会として，次の 3 件の発表が行なわれた.

(1) rフォワード・レートの変動を考慮した金利期間構造

の推定」

高瀬徹(東京工業大学大学院経営工学)

Carleton & Cooper 法にフォワードレートの変動に

関する制約を加えたモデルを構築し，長期国債の金利の

期間構造を推定した.

(2) r最低取引単位を考慮したポートフォリオ最適化問

題」 横山明彦(早稲田大学大学院工業経営学)

最低取引単位を考慮したボートフォリオ選択問題のた

めのモデルを構築し，その実用的解法として Butterfly

Simulated Annealing のアルゴリズムを示した.

(3) r 多目的債券ポートフォリオ最適化モデルの理論と応

用」 渡辺英俊(東京工業大学大学院情報科学)

債券収益指標の直利，単利，内部収益率ーのうち 2 つ

の指標の積の最適化モデルを提案した.さらに，売買量

最小化モデルも提案した.

修データ解析と OR.

-第10回

日時: 3 月 18 日(土) 14:00-16:30 

出席者: 22名

オベレーションズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.
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場所:新潟 IBM システムプラザ(新潟市) テーマと講師: (1)“ Global asset allocation (GAA) by 

テーマと構師: r最近のコンビュータ・ネットワーク事情J AHP" 関沢栄相(日興リサーチセンター)

浅野一志(新潟経営大学経済情報学部 9 カ国の計19種の資産の GAA を AHP を用いて行なっ

世界中のコンビュータ・ネ y トワークを結ぶインター た.一対比較に影響を及ぼす要因の考慮などが論じられた.

ネットを中心に，その発展の過程と現状，利用上の問題 (2) rDEA のモデルをめぐって一再論ー」

点などについて，利用例を示しながら解説した.また， 万根薫(埼玉大学)

最近発足した新潟県における地域ネットワークについて， 座標，単位の結果への影響やモデル選択などについて

運営方法，参加状況などを紹介した. 報告された.特に加法モテソレの広適用性が説明され，単

@動的計画法@

日時 3 月 20 日(月)

場所:日科技連

18: 00-20 : 0。

テーマと講師: r多重予測理論についてj

岩村覚三(城西大学)

本発表では多重時系列のウィナーの予測理論の概略を

述べ，かっそれに対するダイナミック・プログラミング

的接近を試みた.

@日本の経営@

-第24回

日時 4 月 8 日(土) 14: 00 -17 : 00 

出席者: 6 名

場所:東京都勤労福祉会館(中央区新富)

テーマと講師: r水についてのこれからの問題点と対策」

上回亀之助 Ct回イノベーション研究所・杉野女子大学)

現在の知見によれば，宇宙の中で液体の水が存在して

いる居住ーの星である地球に棲息する人類の活動による水

資源の汚染と枯渇は重大な問題となりつつあります.水

の生態をよく観察して，それを経営に活用すべきです.

@評価の ORe

・第 8 固

日時 4 月 22 日(土) 13: 30 -16 : 30 

出席者: 20名

場所:青山学院大学総研ビル10F 第18会議室

位の変換法などが論じられた.

(3) “ A simple characterization of returns to scale 

in DEA" 万根薫(埼玉大学)

BCC(BCCO) モデルでの非効率な DMlJの returns-to

scale の特徴づけ(増加，一定，減少)にっしイ報告された.

eCOM のための生産計画・スケジューリング・

.第 1 回

日時: 4 月 27 日(木) 18 ・ 30-21 ・ 30

出席者 :21名

場所:青山学院大学総研ビル 7 F 第13会議室

テーマと講師:“Application of Dynamic Scheduling 

to Manufacturing and Other Fields" 

中須賀真一(東京大学工学部航空宇宙工学科)

FMS 工程のダイナミックスケジューリングで使用さ

れるヒューリスティックなルールに対して，さまざまな

複雑な状況に最も適したルールを選択するための決定木

を自動生成するアルゴリズムとそれを含むシステムの紹

介を行なった.オフラインであらかじめ問題を疑似生成

し，その問題を特徴づける属性とそれに対応するルール

の組を作成し，そして，それらを教師データとして機械

学習によって決定木を得る.講演では，学習アルゴリズ

ムに改良を加えた点，数値実験の結果などについて詳し

く解説が行なわれた.また，紹介したアルゴリズムが他

の分野に容易に拡張可能である例として， OTV ネット

ワークとスペースシャトル上のスケジューリンク事問題へ

の適用事例を紹介した.

『会員名簿』刊行についてのお願い 名簿刊行委員会

1995年版の会員名簿を作成することになりました.会員原簿のコピーを，会員の方々にお送

りいたしますので，変更事項につきましたは赤字ご訂正くだきい.

ご変更した原簿は必ず，学会事務局宛ご返送くださるようお願いいたします.なお，変更な

い場合は返送不要です.

会員名簿は，会員の方々への限定刊行で，有料・予約制です.年内刊行を予定いたしており

ますので， どうぞよろしくお願いいたします.
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